
と
と
し
も
ま
た
、
年
の
瀬
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
よ
う
と
、
例
年
に
な
ら

っ
て
歳
末
妨
げ
合
引
い
運
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
家
市
の
場
合
、
組
織
的
な
募
金
運
動
は
十
二
月
十
日
で
終

り
、
現
在
社
会
福
祉
協
議
会
の
手
で
、
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
お
限
り
す
る
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
「
早
く
立
ち
直

っ
て
ほ
し
い
」
、
そ
う
い
う
駿
い
を
込
め
て
の
議
日
以
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

η
参

加

の

福

祉

μ

と

い

う

こ

と

で
、
添
付
へ
の
市
民
の
取
り
組
み
方
が
取
り
、
3
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
か
ら
附
い
ぷ
問
起
を
少
し
で
も
な
く
し
、

二
十
万
市
民
の
誰
も
が
、
明
る
く
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
る
に

は
、
物
・
心
両
面
で
ど
う
い
う
行
動

h
r
u叫
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ

Y
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
な
ど
も
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
廿
ハ
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

人口 199，326人

投手普 56，52 1世帯

(51年11月 1臼混在〉

る
り
さ
」
ん
は
、
つ
一
主
市
民
と
な
る

と
、
ど
で
つ
し
で
も
聡
に
な
る
簡
と
人
が

い
あ
。
お
お
げ
さ
に
考
え
な
い
で
、
出

取
る
乙
と
か
ら
的
出
て
ほ
し
い
。
ま
ず

お
明
り
の
こ
と
か
ら
治
的
て
は
そ

れ
が
…
綴
月
期
が
な
い
」
。
ま
た
、
ー

さ
ん
は
一
時
崎
整
備
と
い
っ
て
も
、
む

で
あ
る
。
そ
の
人
に
と
っ
て
な
に
よ
り
ず
か
し
い

fεを
い
っ
て
い
る
白
て
は

の
強
み
は
、
近
出
の
人
た
ち
と
の
交
流
な
い
。
道
路
ひ
と
つ
宇
昆
で
も
、
宇
近

で
あ
る
。
近
く
の
人
と
由
お
吋
長
υ
い
に
問
品
が
む
ぴ
、

R
転
車
が
乱
雑
に
鐙

助
け
合
い
が
栗
判
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
れ
、
と
き
に
は
手
道
に
自
動
車
ふ
品
目

ゼ
は
な
い
か
、
行
践
を
タ
テ
系
と
す
れ
か
れ
て
い
る
ョ
視
刀
陣
芹
荷
に
と
っ
て

は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ば
ヨ
コ
系
で
こ
れ
ら
は
お
ち
わ
ぬ
陣
汗
と
な
っ
て
い

あ
る
。
次
一
ア
系
と
っ
三
一
系
で
、
と
の
干
る
」
と
、
ふ
だ
ん
の
心
掛
け
が
ポ
ラ
ン

抵
に
品
川
の
怖
が
縁
り
土
げ
允
い
も
の
テ
f
ア
に
晶
じ
る
こ
と
そ
強
品
し
て
い

だ
)
と
も
い
っ
て
い
ま
す

9

ます。

ま
た
、
対
邸
側
h
d
乍
け
を
さ
れ
て
い

i
lぽ
先
に
円
F
E
D女
性
が
立
つ
、
人
間
目
さ
れ
て
い
る
方
空
白
め
差
よ
}
、

何
h
d
わ
な
い
。
「
こ
ん
に
ち
は
」
、
千
五
γ
六
人
と
い
う
数
千
に
な
り
ま
す

「
く
だ
さ
い
な
」
、
心
の
中
で
は
そ
ヨ
乙
白
ほ
か
に
も
、
何
ら
か
の
障
得
を
お

叫
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
ろ
持
ち
の
子
や
む
談
註
puグ
ミ
お
あ
り
か

う
あ
起
訴
で
あ
る
モ
の
人
は
、
「
そ
こ
に
と
思
い
ま
す
。
モ
の
子
と
生
き
て
い
く
市
川
の
巾
に
、
モ
し
て
行
政
の
巾
に
こ
の
よ
う
に
、
宇
嵐
の
場
会
は
尚
南

づ
謀
議
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
ら
」
た
め
に
、
多
く
の
一
昨
聞
を
さ
き
、
そ
れ
号
主
鉛
さ
せ
て
い
ぐ
た
め
に
は
、
と
比
べ
て
大
義
ま
れ
で
い
ま
す
が
、

い
と
感
じ
て
い
た
乙
と
で
し
ょ
う
。
大
上
が
管
続
く
の
で
す
ロ
長
支
き
ま
た
何
か
が
久
け
て
い
る
白
で
は
と
、
己
の
ま
一
事
務
的
で
い
る
の
が
、
立

が
山
崎
で
な
く
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
一
と
へ
白
配
乙
と
な
の
で
て
一
方
、
す
べ
て
の
お

w

七
う
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
お
あ
り
か
福
祉
協
愛
会
T
o
市
民
の
茜
嘘
が
盛

り
潜
を
、
私
た
ち
自
身
の
手
で
す
す
め
な
笠
宮
が
、
生
き
か
い
を
感
じ
、
問
必
と
広
い
ま
す
主
人
は
部
分
で
は
往
き
ら
り
上
が
り
雲
見
せ
る
の
に
合
わ
ぜ
士
、

パ
け
れ
ば
と
痛
感
す
る
も
の
で
す
。
室
長
日
4
を
た
た
え
る
管
で
あ
る
を
ぜ
ん
。
誇
れ
た
霊

E
S
寄
り
一
己
重
で
あ
り
、
需
D

P

市
内
に
は
、
独
り
暮
し
の
老
人
が
二
に
ほ
、
?
心

J

川
温
で
の
一
障
室
害
主
主
ま
す
と
、
お
も
わ
ぬ
伏
兵
に
ぷ
縫
針
踏
ま
な
り
得
る
社
会
福
祉
協
議

i

百
託
T
五
人
、
寝
た
き
り
お
人
は
二
一
一
古
紙
え
な
け
れ
ば
な
の
ま
せ
ん

G

そ
の
た
ヲ
か
り
ま
一
ヲ
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
生
き
会
は
、
他
市
に
先
が
け
て
法
人
化
戸

川
一
一
十
間
入
、
己
の
う
ち
白
七
十
犯
人
は
め
暴
力
は
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ご
が
い
君
、
己
己
議
長
田
由
か
ら
れ
、
昨
年
間
丹
昔
、
社
会
一
商
法
人

お
主
選
挙
と
し
て
い
ま
す
守
主
主
市
民
に
よ
る
ポ
ヨ
一
フ
ィ
ア
長
片
一
れ
た
ガ
守
け
で
あ
D
、
知
恵
と
い
と
ん
し
重
な
出
発
を
し
ま
し
た
。
行

計
童
心
身
障
電
さ
は
、
九
六
交
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
え
ま
し
ょ
う

c
dら
し
寄
る
H

そ
れ
政
機
関
か
ら
離
れ
て
習
の
す
一
場
者

創

出

、

;

2

b

寺
ペ
ヌ
F
Q
行
政
の
笹
が
の
ぞ
ま
し
い
と
断
し
、
行
動
で
去
る
し
く
み
に
な
っ
た

ド
い
三
ま
ず
欝
ハ
ソ
か
ら
i
i
j
思

い

そ

ボ

3
7ィ
ア
の
と
わ
け
で
す
。

早

わ

川

山

も

そ

れ

が

求

め

ら

れ

る

と

添

い

ま

す

。

:
3
2
2
一

じ

川

if--三
5
2
2
2
3
そ

の

好

意

を

大

窃

に

:

;

モ

色

、

平

塚

白

場

合

は

…

字

す

ん

~

μ

是

て

主

だ

葉

景

Tき
て

い

ま

す

ロ

ポ

ヲ

み

ん

な

で

楽

刊
一
戸
市
内
語
、
他
市
と
比
べ
て
非
章
、
そ
の
室
長
範
閣
に
わ
た
っ
テ
ィ
ア
喜
け
る
側
か
号
、
「
な
に
し
い
正
月
を

お

言

葉

主

主

認

が

き

差

て

い

ま

す

。

自

の

見

え

な

U子
供
た
ち
か
出
米
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
の
声
が

1
;
川

{

、い

7
ゴ
同
動
会
仙
閉
め
て
い
ま
す
。
ボ
一
ブ
ン
に
も
虫
白
隠
別
が
円
余
る
よ
う
に
と
、
出
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
一
7

4

E

2

2

5

1

一z

の
一
一
ノ
ィ
ア
の
-42

一
日
雫
除
、
や
っ
と
耳
な
れ
た
昆
虫
そ
一
組
で
作
る
な
ど
、
非
常
に
ユ
ニ
ア
丙
豹
に
加
わ
っ
て
い
る
人
も
多
く
い
明
治
主
に
、
紋
世
棋
の
手
で
始
め
ら

件
再
度
の
年
輪
で
あ
り
ま
す
む
に
、
市
内

l
ク
な
活
動
石
続
け
て
い
ま
す
。

Cう
ま
す

d

判
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
金
正
い
れ
た
誌
言
明
州
は
、
極
〈
茶
利
担
行
為
・

れ
に
ぎ
め
ば
え
て
い
る
の
は
、
そ
れ
な
し
た
地
道
な
活
索
、
心
あ
る
市
民
に
え
ま
す

J
Sの
目
安
ぷ
勘
定
く
意
で
出
発
し
た
も
の
と
思
い
ま
す

G

劫
り
の
下
地
が
あ
っ
た
か
b
で
し
ょ
う
。
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
の
輔
が
広
が
つ
き
で
あ
る
品
蓄
従
む
青
年
は
、
社
会
ナ
ベ
仁
前
阜
の
鼠
が
冷
た
く
あ
た

、
う
問
団
吋
地
宮
町
一
副
幹
渡
橋
に
、
点
字
て
き
た
の
で
し
ょ

5
0

一τrが
動
〈
間
は
、
校
全
に
同
引
な
つ
こ
る
よ
ち
で
は
、
下
町
A
A隔
も
践
仇
ら
え
が

口
唱
の
方
向
案
内
務
付
い
て
い
ま
す
o

X

J

i

-

3

3

と
さ
て
お
主
ど
と
、

ζ
の
柄
動
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ど

Z福

知
訪
日
刊
誌
れ
汚
計
距
離
の
寄
れ
訪
日
信
託
桜
山
川
市
民
日

H
F首

都
鴎
持
者
に

T
つ

て

は

、

に

か

君

事

取

り

除

こ

う

rげ
て
語
に
思
ま
れ
な
い
子
洪
い
ま
一
度
、
み
な
さ
ん
主
に
考
え
て

/

)

つ

官

ず

川

へ

μ

と
し
て
先
日
託
し
た
中
学
住
も
い
ま
み
た
い
と
思
う
白
で
吐

H

川
町
明
躍

?
?
と
の
案
内
プ
レ
ー
ト
は
点
訳
奉
仕
会
の

2
3モ
f
一
か
す
。
こ
う
し
た
方
々
の
苦
怒
長
は
、
年
(
乙
)
し
の
底
は
、
漉
す
に
漉
さ
れ
ず

ユ
イぜ

人
た
ち
白
好
怠
で

ιザ
回
れ
た
も
む
で
と
の
道
十
年
白
ー
さ
ん
は
、
「
そ
白
閉
で
六
百
万
円
ほ
ど
に
速
し
て
い
ま
挺
さ
れ
ず
に
潤
す
と
申
し
ま
す
が
、

気
視
力
障
害
者
の
議
療
と
し
て
大
変
国
民
間
同
枠
の
中
に
祭
出
の
一
部
が
あ
る
c

一
日
す
c

乙
の
ほ
か
、
日
前
必
員
増
強
♂
℃
八
そ
う
い
う
m
ず
で
な
く
二
一
十
玄
吋
口
氏
の

れ

て

い

ま

す

。

の

少

イ

ク

ん

の

中

か

bζ
白
仕
事
が
数
百
一
一
“
十
万
円
、
共
間
募
金
週
動
つ
で
九
百
註
も
か
、
い
か
ら
中
一
目
ぴ
、
関
る
い
気
持
ち

と
の
と
同
訳
奉
仕
議
は
、
市
内
で
一
設
け
て
し
ま
っ
た
よ
レ
た
ら
、
私
の
生
議
五
十
万
丹
、
議
末
助
け
合
い
運
動
で
む
で
お
正
刃
を
足
え
ら
れ
る
よ

5
、
市
氏

車
く
発
足
し
た
奉
仕
グ
ル
ー
プ
雪
70
は
、
た
ち
ま
ち
豆
っ
て
主
守
之
、
ま
百
四
ム
万
円
と
い
っ
た
具
合
官
稽
祉
募
加
の
福
祉
社
会
を
め
交
じ
て
、
観

昭
和
一
一
…
十
八
単
に
盲
学
校
の
前
副
読
本
の
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
戸
経
的
へ
寄
せ
F
U
れ
る
お
金
は
、

hm
額
で
一
一
一
干
の
十
怖
を
ぜ
ひ
鯨

ρ上
げ
た
い
も
の
で

点
訳
奉
仕
者
始
め
た
の
が
続
初
で
す
が
な
磁
で
の
段
併
が
あ
る
。
毎
日
の
ζ
と
方
向
を
出
口
一
一
え
で
い
ま
す
。
官
。

予言つ、 f申び{中びと
剣道ぞ通じて、からだと心を鍛える南部剣道スポ}

Y少年間がある。今月は、 m政モニ次-Ol協出兼灯さ

ん (51鋸〕に、その様子役取材していただいた。
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年末年始のごみと L尿

l"lo 

つ

酒
気
帯
び
巡
転
で
六
点
、
こ
れ
だ
け
で
も
免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
る
。
そ
れ
に
桝
砕
い
運
転
と

な
る
と
十
二
点
、
さ
ら
に
事
故
を
起
こ
せ
ば
た
と
え
経
傷
事
故
で
も
一
年
間
の
免
許
取
り
消
し
と
、

酒
を
飲
ん
で
の
訴
は
大
変
重
い
。
な
の
に
担
相
変
わ
ら
ず
酒
酔
い
運
転
は
な
く
な
ら
な
い
。
慌
た
だ
し

い
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
も
十
二
月
十
日
か
ら
来
年
一
月
十
日
ま
で
の
一
か
月
間
「
飲

酒
運
転
追
汝
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
与
一
月
か
ら
十
月
ま
で
一
前
哨
関
連
震
は
、
例
年
、

に
溜
酔
い
超
涯
で
っ
か
ま
っ
た
市
内
の

港
反
者
は
、
二
百
一
一
中
九
人
で
、
人
自

事
故
は
十
八
件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

{ 一一 一一 一 犯紡アドバイス一一一一一一一

あなたのアキス予防は

① ねらわれやすい出入口申告にはカギを二

重量につけるよ主にしよヨ

母〉 カは同汁で持ちノt乳植などへは聞かな

いよヨにしよう

C: アキスQ)j;いのは今後1時から 3消 c
ろ、お互いに招守Dたのみ合いをしよう

!;;1 
i日
2 空言
語主ぞ

高警合竺す長

si;i i; 
て fおの朝刊に

望号己ii

=注記事出均時世

事震設字自談2霊/沼海地区行政セン空一宮(22)2711 
o法樟栢談毎月第2第 3金曜日 13時 -1佼時C'i1:e寸自時半、霞

認でもお，J)その他、毎月教育相談、交j毒事故相談、内職相談、

中巡回県民拐殺 12月24臼 1部寺-18時 平塚駅北口交番町I
E相 談 は 法 律 椙 談 、 教 育 相 談 交 通 事 故 相 談、県政一波相談

など〉

補社会鑓内相談愛雷(33)お33
心配むと相談倶毎i腫月曜日〈第5を除く)131時 -151時
母子相談ー平日、 9時 -15時3C分・常設

軍庭¥I'l童相談・平臼、 E時 -16時・常設

高齢者互参議穏談 e玄界日 9時 30分 -16時・常設

市民総談窓/市役所曹(22)1700 

一般法揮栂談・ 1 月11 日 C火鰻日〉・ 13時-16時人数に宵~Jí~授がある
人権活揮相談・ 1mo日仁丹曜日〉・ 13時 -16時
行政苦情相談・ 1月10日〈月輔自〉・ 13時 -16時

主筆記相談。 1月148C金盟臼コ・ 13時 -16時

宅地道物相談・ 12月27日〈月曜自) '13時 -16時人数に叡民臣がある

下請取弓起草鴎あっせん '12月16日〈木曜日〉・ 13時 -16時
消費生穏相談・銭週水躍g・10時-15'時

青少培椅2克・平B、 B時-16時・常占~ (青少せ手課〉

教事事研究所密談室霊智(31)6850 
教育総量炎・月綴臼~金馬車8・9時 -151時
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2

一
千
七
言
也
十
四
戸
が
焼
失
、
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私たちの生活を明るく綾/う、にするためには、立派な政治の法

!穫である「選挙jが切るく行われることが必要です。そこで

切るい選挙の推進力となっていただくため「明るい渓挙推進

の会会只の募集」をすることになワました。

民、会員となった場合の活動〉
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3、
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一品議+吊
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認会中

。
列島

12月248・10時 30分 -12時調駕宗茂棺才在京自治金贈

ー13時30分-15時富士見公民館諏訪町畠舘



もっとわが子に関心を
C規f~正しい生活をしよう

O~月るく諜しい家践にしよう

C非行や事故をなくそう

。みんなで手をつななう

ご心配なことが晶ったら早めに相談を/

平塚市有少年相談主主 TEL22-UOWぜ線507

つり 0 0 0

E 境向探荒まつDは11月2H3から23日までQ)3 1，1閥、 f-o，?J-台
拡宵白"1-'i'.J血行者天i司でにぎやかに繰り広げられた。

なかでもみつけ市は、約'10庄 が ιむし、在住長整環 I色やはんlど
もの等の安い択科Sllや日間雑貨が所泌しと並べられたが、飛ぶ

ように売れ亡いた。ある:el-0、少しel'Iはl甘いが背広1着 1千円

という安い値段に資う人がピック D、でも急いで潟市主出し℃

いる 1コマもみられた。

また、捜F主的自品評会、話展、不用品交現金、消明生活躍、

農水需物のIW売、慌木市、テレビ電話の電々コーナ等どの会場

も人ー人 a 人でいっぱいだった。 E手j詰まつDのメイン会揚[みず寄

責自に訪れた市民は、 3日閣で 8万人を越した。

削 11111111仰なるべく指定された自にtI!l111山 川l

印鑑主主録制f室が変わり、日J華監翠録誌を受付している

ので、日j挺を持参して申請をしてください。

E手続さぎの日程3

12月八幡、真二七、豊田 4月大佐中学校ば域

給油f丘小学校域 5月 中原中学校区域

1月余司、金旺1小学校 61'1 
民域 7l'1 

2月 九日イ、学校[芯域 8月 江勝中学校区域

3月春Figffl何学校医境 9月 太Y学中学校Z綾

子災土曜自i立大変，富み合い時間がかかるので、ほかの日

{ζ手続さきを

一
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瀬
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市役所前 1伊寺

ノレ 短小学佼fvI

Cコースザペ広市役所一消防存?l百i土 7.9k官

第 2k，( 消防神田張所 拶!日本郷 5.2朋

l!l3ぼ豊田本郷其出入口 6.3km 

i出4区高出入口中沢橋

中沢橋一方旦小学校 5.2km 

く)スタート

oゴとき 1 月 21 認 ~25 認
4主立 58UI'寸'2在"J)

'1ノ守21日今後を 9G守fJ:'i吉
• 1 P刀]2お5日r守子 後 6 i時}与於時、手守合も釘l

ところ 主茶毒聖野予泉戸隠スdキド…主場曇

会費 l児6、5別00主F弓
資格 I市内在住、在勤、在学占で

16級以上の陵高な明女。

Cむ密告し込み 予 約 金 (6.500円コそ添えて見附台岱育館内除庁課岳 31・3060)
または市内スボ-y連動員;占へ。なお、パスの開慌で先着目。人まで。
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第自図 番号コーナー

;一町山)どんな本で調べたらよし、か j 

平塚に関することを知りたい j
そんな時!こは審考コーナーに { 

参考コナ}には百軒辞典などさまざまな

辞典(事典コや年盤、国諜ハンドブック、総

計、北町習などが用窓してある。また、平揮を

中ふとした賂域についての資料も斥i'置してあ
る。

溺}対立 2摺カヲ:/31-の反対側コ JJ常の主1

ちゃ仕事の中で生じた疑問などはこの持考コ
』ナーを苅j用して解決しよう。

わからないことは係員が委参考コ』ナ」のカ

クンターにいるDで気軽に担談して手伝って
もらうとよい。

図書館に来れない場合は電話や手紙で閑談

Lてもよい。

質問には必ず資軒を認べて答えるので場合

によっては日寺閣がかかることもある。

コピーサー出ス

ところで、 ζ白書考コーナーの措斜は貸し

出しができないので、必要な部分はコピ}で

資料白一部分に殴られる。

くそ白悩箸陪権法に従っ亡行われる)， 
B4版 1枚 30円。

@休館臼

b毎週月曜日毎月月末日祝日・ 1月15日
b年来年始

12月28日び()-1月 4B (ゾ()
匂図書館護軍話仁31) 0 4 1 5 

平254平故市浅間耳112-41

ヲ有線言語会 10時と14時
官 1月23臼 ζ日〉

・「ふるさとに生きる母たちJカラ- 31分
• r災害にそなえてJ カ ラ - 28分

女こども挟扇会 10時と14時
官 12月1吉田仁臼〉

「ベ立カYと少年」

寸}月 9B (臼コ
[てんぐづ実りと子快速」 カラ 45分

女ステレオコンサート 14時
官 12尽沼田(土(クラシック〉

咽ベ}ト}ペン「交響曲第 9番Jカラヤン指

揮ペノレ旦:/.ブィノレハーモニ」才」ケストヨ

会 J2月25臼(土) (とども〉

「ふゅのうた」 仁「ママとよい干の日本の

わらべうたJ より〉

官 1月 S臼〈土(ク52-ノック〉

・音楽の流れ22 主ノユ}ンベノレタ

ー f浄夜くカラヤン指揮)J 
「月に密かれたピエロJ

官 1Jl29B (土コ (，)ミピュラ-)

「遠ざかる風景/小主主任」

ヲ制号、挟E霊を借りよう
視聴覚ライブラ旦」では県立図書館より倍

カラ} も5分

P休館のお知ら士会

・昭和51年12月28日から昭和52年 1Jj 日ま

で、体宮官させていただきますe

なお、通常は毎i墨月曜日 g 祝祭日・月末日

博物館 干254 平境「ち浅間田Jl2~41

電話33・5111-3

女 こ ど も 峡 密劇場

一ーまんが眼福劇場一一

.12月四日仁土〉午後 2時から 3時30分まで。

司題名 みに〈いアヒノレの子、マッチ売Y)Q)

少女、やさしいライオ y

-対室長は小中学生 10C人、保護者白方もロー

絡にどうぞ。

ヲ全新春のつどい「否人一言言」

一一百人一首で伝統の遊ぴ告知ろう一一一

• 1 )'J 9臼〈日〉午後2時から 5時まで。

@勤労青少吐手20人が対象

合美智す教室滋「紙工芸」
F 一一ペーパークラフトで飾ろう一一句

.1-"18日から 3月 8日までの毎週火曜日。

時聞は午後8時30分から 8時3Cまで。

@勤労青少時20入者対象

毎週月曜日。年来年始。立12月28白

から 1月 4Bまで体み。

。膏合牢舎摺TE L (32) 7029 

ヲ奇E当然!こ親しむ会

ゴ二日むij副長吋近で、冬を越す昆虫や地買を
観察する。

• 1月16日 f日〉 午前 9"子~午後4時

ー申し込み希望必は往復はがきで博物館へ

仁先着301"，)
ヲた和学教室 i貝がらで作ろうJ

1臼はへ;烏瓶阜で以カずらを拾い、あと白

1日は科学教室で只を使った道民やおもち

ぬ、プクセサj)などを作る。

• 1刃21日、 28臼〈金〉午前百時~午後4時

・申し込み 希望者は1月15司までに博物館

へ。多数の場合は11'せんで20名。
女差を見る会 主霊園の観察j

双限読ですばるなど白墨田を観察する0

・1)-j29臼〈土〉 ι下院5時-7時

天・空母天白時は30臼に行なう。 30日も雨

天・歪露天¢時は中止

e 申しみ希E理者は往復はがきで1月19日

までに博物館へ。多数の場合は描せんでお
名。

-昭和52年 1月百臼 (B)午後 2時 -3時半

・平器市博核燃講堂

「相模人形芝居巴特徴と鑑賞のしかたj

圃神奈11縄文化問専門委員永岡面否先往

.入場は無斡

安本自構人形包蔵展

・昭和52年 1月 5日-1汚23B
.博物館特別展示室入場は無耕

脅「椙模自村」展示替え

1階凝示主墨田「相模田村Jのケ}ス内を麗

示替えした。 E轄をのテ}マ f検地JJ，こかえ
て 新 し < r年賀Jを展示iい江戸時代の年

貢について考えてみる。



豊富対韓・満1歳までの赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当日は

母子怨康手帳を忘れずに持って吉

て〈ださい。

重富時間・午前日初日分-1C時30分
12月16日岡崎公民館

9' 23日吉沢公民館

1月 6日金日公民館

ク 13日 ごた開会主t~食官

ク 14，1 市役所E会議宗

一~ーハ保健所だより~-、

母子[ぜ蝶三「品ーをもってお出かけく

ださいロ
車聾場所 e 平段保反EI;ir
臨時間.13fj!y-...，1t¥時まで
日程と対韓児

3語、月児健診3
1 }'-] 7 f] 511"1: 9 jj 1日ヘ 10Hノ土
1月 14日 51年日月1111--20日史

1H21臼 51年 9JJ21 日-31 公

[3歳児健診3
1月 5日 18幻 11月 1日-10日告

1 n20 汗 48勾 llnllß~初日公

1月 2711 48仔l1 J :J2 1r~1~30Hg-:

神間公民館八幡公民館

すとオ(t社止震 11ヲE巴森正完
中原公民時 》災者時公民

貧富

，p. 21日金自公民館

民岡崎公民館

?- 27日 沼会仮設完 封金田公民P宮
夜中央農協土沢支所

ク 28日 横内団地集会埼

大野公民斜

i降の臼程は次時に掲載します。

1月26日 横内[羽地集会場

大野公廷館

主降り臼程は次号に掲載しますa

重審判定日

12月23El
"y 24日
1月2C日

国

会住所間Aす1602-1 神田i車
機にお勤めの迫田五男(27措〉さん

と故江仁27揖コさん白次男。、

月で身長71回、体議 8，6句、母乳

育ちの赤ちゃん。 51，5.13臼生

お兄ちゃλの亨 (3歳〉ちゃん

はやんちゃのさかりでママを担1白

中、数君はいつもおとなし〈して

いるe いじめ役白亭ちゃんに「敬

ちネんもらって行ってもいい ?J

と聞いたら、~fJOOに fだめ /J 初

援対象. [第 l期 ]-31EJ受ける@

2歳 (24か月〉から4歳 (48か
月〉までの幼児。(接種間再審は 2
回 31EJとも 3週間から S週間〉

E第 2期1一一1回受ける。

第 1Mの 31EJ自i;'t終ってiJ'ら12か
月から18か月までの期間に受ける

4燦 (48カ明〉までに第二期iJi終

了するのが京ましい。

瀦時爵・ 13時30分-15時まで。ただ

生授10かnから]2か月まで白司、ち

ゃんが受けるぼ診です。受でさみ

医療機閣が限られます。くわしいこ

とは保健所におたずねくださいο

仁診売の通知を受け取ってないガ

は、保健所に!i)W に来てください〉

TEL 

販売品自 産主肉、ハム全品

割引 平常Jl'Hl頁小舟価格の

1∞Sにつき2C円安。

fただし、一部特位品控除く〉

問い合わせば市役所生活諜

〈電宣言22.1700内綿365)

小売活スーパー百貰l苫

600FrJ 580F弓 614戸]

168PJ 153PJ 162FS 

1631弓 1511可 150P]

1291"1 1161''] 1341弓

24出f] 241ド 234fI1
21日日 2651.Q 264f弓
155FTj 149F弓 149fTj
206百可 199，ITj 2001弓

部長圭宿生課では、初めて妊娠され

た方のために、分娩・育児に対する

不安をな〈し、明るく楽しい生活が

できるように母親教主を聞きます。

臼恕 1月10司、 17円、 24日、 31EI 

場所市役所B会議'主

時 間 13時 30分 -16時まで

持書するもの母子{注高jC"'I'Jl、執可
i1W， 

申し込み 窓話;)ν¥ヌアキで
間甘19-]市保陵情'l'課

15日 大野公史的 構内回対主吾会会号

ぷ豊田公民館

16臼 謂賀公民館掠松原公民館

民金田公民館

(1月〕

11日花水公民館市民病院

12日神田公民館八幡公民館

掠賦島公民館

13日中原公民館金回公民館

マ
昆
気
オ
ル
ガ
ン
↓
県
人
間
自
転
車
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師
、
先

ニヰ

u
肝
山
内
、
開
士
ー
し
り
礼
一
ヰ
一
(

百
二
十
二
円
、
滅
的
金
一
一
万
同
じ

可。マ
前
市
ま
れ
な
い
(
子
供
)
刀
へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
帯
主
凶
八
ヰ
間

百
レ
〕
士
一
円
、
和
泉
真
潔
三
千
七

汚
一
一
一
ト
円
、
青
木
山
科
子
一
千
円
、

一
市
民
一
ヰ
百
一
7
1円
、
出
産
労

相
地
点
同
勾
部
九
万
一
一
千
一
一
百
λ
円、

寝
中
原
婦
人
会
問
手
二
百
二
十
一

円
、
山
口
悼
之
助
{
万
円
。

す
交
選
議
児
へ
・
二
円
健
次
郎
五

千
四
十
冗
円
、
金
反
野
会
内
ヰ
八

ば
川
円
、
リ
底
…
労
組
青
年
部
↓
一
万
)

千
二
台
七
十
一
一
円
、
平
山
拭
世
致
問
刀
箸

五
千
円
、
江
南
…
ホ
怠
K
E
ゅ
万
円

江
南
市
~
品
社
員
一
同
六

γ司
c

毛
布
活
枚
を
容
師
賭

十
一
月
二
十
九
日
長
両
国
従
業
員

か
ら
、
患
ま
れ
な
い
家
庭
(
老
人
)

に
と
毛
布
百
校
が
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
苦
闘
聞
は
昨
年
に
続
い
て
二
副

日
立
、
従
業
員
の
方
が
「
販
売
ゲ
逼

じ
て
、
社
会
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う

一二
S
(サ
ジ
エ
ス
〉
運
動
白
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
。
今
回
白
書

贈
も
、
不
用
品
交
換
金
や
チ
ャ
立
ア

イ
バ
ザ
ー
等
に
よ
る
益
金
と
1

会
社

か
ら
の
帯
鯖
を
合
わ
せ
て
仔
わ
れ
て

い
る
。対

訣
世
帯
へ
は
、
善
音
韻
行
ヂ
通

己

τ配
布
さ
れ
る
。

葬祭施設の休業案内

8目、 1413、191'1、25i1
9日、 151J、20とj、261.ヨ
71ヨ、 13日、 23日、日

i1日、 17[1、22円、 28ιョ
9日、 15[1、20[i、26l]

7J-12日、 8日、 11口、 18口、日、 30['1
8 5日、 11口、 16日、 22日、 28日
9月 3H、 9臼、 13日、 19日、 251cl
JOJJ1日、 713、18円、 24日、 30日
llJ-'l51--1、、 2111、27日

3口、 9日、 14日、 20日、 26日

努f島選結語じ甘い!こみた地下の断濁

90mにも達するはfい行;止、このE貯

の相模"閉まわむし、地哲三吉町iJ

って作ったものです。

やがて氷河時比もつり、やっ

と気設立ぜん履となって海罰カ?と界

し、椙槙111の谷金均めて凶D一番

Fの酷〈レキ〉層が九r 積 し ま し

たロそ白後、海閉まさらに上昇合

続けまん中にある犯屈を坑穣させ

ました。モれは今から約50∞午前

のこと百ナa

その後湾ぴ掘直球低下し、'fa串

には砂lレキを堆揮させ、さらにそ

の上部こは風の作用で砂I王がf住地

されました。こうして議官の椴僕

平野ができあがったわけです。

ととろ で、近年相模円さには

コ:壌の進出が著しく工業なくなど

に利用するため沼地下水を多量に

くみあげています。乙うした結果

地下水面が異常に凶下し、地盤a
私た

うな問題をひき

お ζ 吉ない、よりよい都市であI)

たいも白百ずロ

なお、博物館で;主上の凶の陸奇麗

模型企展示しています。

民お尋ねは博物館仁33-5111コベ

一 一

平 野 の お か たち

私たちが生活している平野の地

下はどのようになっているのでし

ょうか。誼Jこちがi直接見るζ との

できない地下の様子は、どんや道

絡を建設する時に行なわれるボ}

ロングの資制などによって矢口るこ

とができまナ。建物を建設する際

には地1Ji，C')しっか白した所まで築

礎控打ち込まなければならないた

め、必ずポーlJ>"グが行な口れま

す。とうして多〈のボ~lJング資

料から平塚の地下空調べてみると

よの留のようになります。

この隠でまず臼につ〈のは、平

塚り地下には90mにも達する深い

谷があることでしょう。そして、

そ白谷を埋めて平野を作る地層は

下からレキ麗、泥層、砂層と主主な

っているのがよくわかDます。こ

れらの地層はいつ演、どのように

して作られたのでしょうか。

深い谷を停っている白は、今か

らおよそ 2:万年前に作られたもの

です。約6万年前、震慢の氷河時

fりこ入った呂志は、 2万年前には

気候が最も寒くな担ました。海面

は今よりも 1∞ mも，1¥;<な夕、海

岸綿はずっと沖合にあDました。

@ 

一一一15~~-
払たちの住む土也は

いっとろどのようにし

てできたのでしょう

か。自然に触れながら

その笠いたちを考えて

みましょう。

一
一
戸
出
日
が
不
安
で
一
杯
で
し
た
。

ず
か
き
ょ
う
も
ミ
ル
ク
を
こ
ん
な
に
積

ま
れ
し
て
と
、
ミ
ル
ク
の
置
だ
り
が
気

ー
し

S

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
ラ

を
初
な
不
安
の
中
毒
て
ら
れ
た
た
め

よ
刊
さ
よ
し
君
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
神

し
閉
経
議
室
ヂ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

円
d

明
し
た
。
雪
時
、
ト
イ
レ
て
ふ
さ

お
駒
げ
て
い
て
「
ト
イ
レ
に
を
つ
る
わ

J

一
よ
」
と
き
つ
く
注
意
さ
れ
た
こ
と

き
よ
し
君
は
京
印
幼
培
閣
に
と
が
、
ト
イ
レ
を
乙
わ
い
引
と
湾
設

が
り
ま
す
。
二
境
ト
に
詰
が
い
ま
づ
け

tし
ま
い
ま
し
た
ロ
区
間
で

す
が
、
ま
だ
お
ね
し
ょ
を
し
ま
さ
え
ト
イ
レ
へ
行
く
の
が
と
わ
い

す
。
民
間
も
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
む
で
す
か
ら
、
夜
な
ど
な
お
さ
ら

せ
ん
が
、
四
歳
取
去
で
は
民
枝
市
行
か
れ
ま
せ
ん
。
モ
b
p寄
ま
し

で
も
お
ね
し
ょ
を
し
て
し
ま
い
ま
訟
に
「
ま
た
お
ね
し
ぶ
を
し
て
一

し
た
。
納
め
は
時
間
を
決
め
て
起
と
か
、
「
お
ね
し
ょ
す
る
か
ら
散

乙
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
ん
じ
ゃ
だ
め
よ
」
と
い
う
よ
ー
つ
な

が
ち
ょ
っ
と
気
者
ゆ
る
一
一
一
一
二
』
為
訴
は
、
ま
す
ま
す
自
信

め
る
と
し
て
し
ま
い
ま

4
/実
な

な

い

、

主

害

す
。
子
ど
も
が
自
分
か
官
埼
京
f

1

4
向
子
に
し
ま
す
。

ら
自
主
め
な
け
れ
ば
一
二
一
千
明
き
よ
し
判

2
4

起
こ
し
て
も
お
む
し
干
叱
ム
汁
r
h
U
場
合
お
ね
し
よ
そ
の
も

よ
は
悶
ら
な
い
と
き
い
関
ト

M
j弘
白
笠
間
竿
っ
と
あ
芝

て
、
今
で
は
起
こ
す
の

;
!
ζ
と
は
品
ぬ
甘
い
ず
。
ま

を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
と
勺
多
い
ず
叱
る
こ
と
を
一
切
や
め
て
、
お

時
は
…
吟
L
一
聞
も
ず
る
こ
と
が
ほ
さ
ん
が
一
時
に
遊
ん
で
あ
♂
、

あ
り
、
こ
白
ま
ま
い
つ
ま
で
も
し
鳴
し
い
続
日
脱
出
れ
山
さ
ザ
て
、
少

て
い
た
ら
と
っ
し
よ
う
に
C
不
世
に
々
の
こ
と
に
は
び
く
び
く
し
な
い

な
っ
て
川
誠
に
み
え
ら
れ
ま
し
官
屯
し
た
心
所
長
わ
な
け
れ
ば
な

た

。

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

ト

ノ

レ

は

こ

き
よ
し
れ
は
よ
別
氾
だ
っ
た
の
わ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
な
く
す

で
、
任
手
れ
た
時
か
ら
ミ
ル
ク
の

F
め
、
ー
ト
イ
レ
の
巾
か
係
っ
て
取
引

飲
む
掃
が
少
な
く
、
お
ほ
さ
ん
は
し
い
ぷ
限
J

れ
に
し
て
み
て
は
い
か

こ
れ
で
六
主
く
な
る
の
か
レ

ιと
が
で
)
ょ
う
か
ι

。巡回日程 12fJ17臼〈告さ〉縮図ベイ Y ト/18日

仁土〉今前高品副校 a 午波 1 時~3時八幡地収向

治会仁腐r~í ・宿泊全車八幡支荘3駐車場)/2361仁木コ

午前日揮ユニパーすノレ・今後市民府民/1J'17日

〈金〉市役所/13日仁;jC)防護工

く〉一一一一一…く〉一一一一一く〉

合合tなご協力品りがとうございました官会吋

平塚なでし己ライオ Yズクラブ1制本、長崎jそn03

京、中原畑一く自治会59本、東 ι下:JA:豆地「ベ日治会63

本、高訴窃校118本、 トヨタオート新神奈川ト44本、
平塚口」点}プクトクラブ66本

道路 tの施設、工作物、付帯物等

への掲Lliは禁止されています

11111ポスター。

※ただし、道路管E望者が許可した場合ほとの

限 Dではない

一道絡機{彦E票管理イ系
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